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＜病棟連絡事項＞
・診察室書類保管場所内の書類を各受け持ちで整理して下さい。
＜患者連絡事項＞
・船木　惠美子様～6/21（火）10：00～15：00迄自宅の掃除・換気の為外出予定となっています。
・佐々木　紀子様～御家族が6/19に持ってきた持参薬は、現在服用している物が無くなり
次第服用するよう指示がありました。鑑別済みです。
・中村　聡様～便秘時センノシド錠（12）10回分処方。
・飯岡　未来様～便秘時センノシド錠（12）10回分処方。
・佐々木　章洋様～便秘時　ピコスルファートナトリウム内用液　1本処方。
・小田　沙也加様～母様よりあと何回外泊出をすれば退院となるのか質問あった為主治医へ確認している。何回とは明確に返答ないも、外泊は3泊しても良いとの事。また6/19実施した抗原検査の指示を頂いている。
・福島　司子様～不安時　ロラゼパム（0.5）20回分処方。
・田村　真紀子様～車椅子を上手く使用出来ていない為、受け持ちと相談し
　　　　　　　　　午前中に車椅子使用し体育館を移動する事となっています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・小栗　健太郎様～やや表情冴えずAユニットの廊下を往復している様子があります。
　　　　　　　　　不安感や苛々感の訴えはありません。日課以外は自室経過。
・佐々木　紀子様～拒食あり「毒みたいなの入っていて食べられないです。私を殺そうとする人もスタッフと仲良いみたいだし、食べられません。そこの窓の外の建物が私を殺そうと見ていますから」と、被毒・注察妄想がありました。精神症状の観察を行い、主治医へ情報提供していきましょう。
・船木　惠美子様～青陽館の体験利用より帰院。「イメージと違う」と拒否されている。
　　　　　　　　　嘔気や嘔吐、その他の不調訴えは聞かれず。
・船田　泰子様～レストランにて身体の傾きがある為スタッフ介入しています。
　　　　　　　　引き続き身体症状観察し、転倒にも注意していきましょう。

・河村　哲久様～表情の冴えなさあり、退院支援に関しての苛々感を訴えています。
　　　　　　　　粗暴的となる事はありませんが、精神症状観察していきましょう。

・斎藤　光枝様～胃の上部あたりの不快感が継続しています。診察時に主治医へ情報提供していきましょう。
＜小柳Dr.患者様診察情報＞
・江刺家　惠子様～訴え頻回で都度対応している事情報提供。調子は良い、不満はないと主治医に話している。6/27日～[2]ランソプラゾールOD錠→ネキシウムカプセル 10mgへ変更となる。
・小山　仁様～問題行動なく、棟内歩行運動していること情報提供。隣人に対し、一時的にカーッとなっただけ、自分は健常者だと話す。主治医から、言っている事が一貫性なく入院は継続していくこと伝えられている。処方は変更なし。
＜菅野Dr.患者様診察情報＞
・中居　啓悦様～希死的発言なく経過していること、入眠できずにロゼレム内服していること情報提供。口渇感あり、呂律が回らない事があると話されている。6/21[1] ゼプリオン水懸筋注150mgシリンジ 1 キット  筋肉注射 
　　　　　　　　6/28 [1] ゼプリオン水懸筋注100mgシリンジ 1 キット  筋肉注射の指示あり。
6/22より[4] インヴェガ錠9mg 1 錠 1日1回　朝食後は中止の為6/21分は薬局へ返却している。
＜退院支援状況確認＞

・山本　嗣憲様～御家族様が施設退院から転院希望される。本人転院にて了承されている。

　　　　　　　　転院先が決まり次第、主治医より紹介状を作成して頂く。作成について

は了承を既に頂いている。
他院支援状況についてSWへ確認。家族様がみちのく記念病院への転院で了承されたことから、FAXにてみちのく記念病院へ情報提供しているとの事。受け入れの可否についての連絡待ちの状態であり、今週か来週には連絡がある予定との事。
・澤田　真理様～退院先はやまばと寮へと戻る予定（在籍可能期間：3ヶ月）。5/18（開始日）から60日以内なので、7/16前までは、算定内の為算定内に退院進めて行く予定。
・掛端　洋之様～6/22　10時　エビリファイ筋注実施後、自宅へ退院予定。
　　　　　　　　初外来：7/19（火）　10：30。退院時処方：28日分処方（7/19まであり）　　
訪問看護初回訪問：7/23(土)　10：30（4週間に1回）書類作成済み。
・船木　惠美子様～6/23　9：30時で主治医へ退院指示依頼中。
初外来：7/5（火）9：30。退院時処方：13日分処方。
・西村　義男様～長男様より連絡あり、6/28（火）朝一での退院を考えていると情報あり。
病棟からケアマネ「居宅まる」つしま様へ方向性の確認の連絡をすると、
　　　　　　　　「ラメール小中野」という特養の短期入所を確保し家族へ連絡する予定だったとの事。ケアマネより長男様へ連絡し事情、方向性確認していただき、再度当院へ連絡いただくこととしている。
